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１．研究計画の概要 
 

本研究課題における分担研究者谷川・馬
奈木・佐々木は、バイオ燃料の実行可能性の
各方面の検討（日本と中国、インドにおける
バイオ燃料を含めたエネルギーミックスの
評価・シナリオ分析）を行うため、眞弓およ
び海外の研究協力者（Mario Giampietro 教
授・Universita Autonoma de Barcelona, ス
ペイン；李文哲教授・東北農業大学、中国；
Surender Kumar 准教授・TERI University, 
インド）とともに次のような面で MuSIASE 
M を再構築する作業に従事する。中国の農業
開発における農耕地利用を分析するのに
MSIASM を応用してきたが、詳細な土地利
用のパターンやその時系列変化を組織的に
利用することはできなかった。しかしながら、
バイオ燃料の実行可能性やシナリオ分析に
は GIS の利用は絶対に不可欠である。谷川は、
ＧＩＳの環境システム工学への応用に従事
してきた経験を生かし、日本，中国，インド
の各国において，全国レベル，地域レベルで
のバイオマス賦存量・可採可能量・供給可能
量に関わる GIS データベースの整備を行い，
バイオ燃料の供給ポテンシャルについて環
境的側面から評価を行う。また、エネルギー
技術や環境技術の環境経済学的な分析につ
いても、MuSIASEM の枠組み中では充分に
検討されてきたとはいえない。馬奈木はこの
点を補強するために、技術効率や環境改善効
率に関する日本・中国・インドでのマクロ、
地域レベル、ミクロデータを整備するととも
に、環境政策の技術進歩への影響について
MSIASM を利用して解析し、バイオ燃料を
含めたエネルギーミックスの実行可能性と
シナリオ分析も合わせて解明する。その際計

量経済手法を用いた将来予測をノンパラメ
トリックの手法で分析する。佐々木は、これ
までの 2 年間 R プログラムを利用して、使用
された各種のダイアグラムの作成と動的モ
デルプログラムおよび図表のビジュア化に
協力してきた。今回の申請課題においては、
谷川と馬奈木、眞弓によって再構築する
MuSIASEM の拡大モデルにおいて利用され
るダイアグラムのプログラム作成とそのビ
ジュアル化、データベースの XML 化を分担
する。 
 
２．研究の進捗状況 
 
＊多階層エネルギー分析モデルを利用して、
バイオ燃料の実行可能性を検証するための
各種の指標を構築し、農業生産物（トウモロ
コシとさとうきび）からエタノールを大規模
生産する時の諸問題を検討し、１冊の書籍に
まとめた。 
＊ＧＩＳデータをもとに１ｋｍメッシュで
の詳細なデータで森林、湿地、都市率など詳
細な土地利用区分と経済データの関連をマ
ッピング可能にした。それによれば、経済成
長とともに都市化は明確に進む、ある一定成
長のときに森林が増えその後に減るという
トレンドがある、等が明確に分かるようにな
った。 
＊従来、国を単位として統計データを集計し
ていたデータの分析環境を改良し、特定の範
囲を持つ地域に対してデータの集計ができ
る環境整備について研究を行なっている。現
在、日本国内の土地被覆データを対象として
指定した範囲における土地利用種別を集計、
分析できる環境を構築している。 
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３．現在までの達成度 
③やや遅れている 

 （理由） 
正直に申し上げて、当初の計画通りには進

んでいない。その理由として、データ集計の
基本的手法は確立してきたが、細かいメッシ
ュ当たりのデータが利用できる範囲が限定
され、中国やインドに関連するデータを収集
するのに手こずっている。２３年度はこの問
題を解決して、計画を達成するために最善の
努力を傾注する。 
 
４．今後の研究の推進方策 

ＧＩＳのデータをいくつかの階層に分類
し、それぞれの階層ごとに分析対象を特定し
て、各階層間の相互依存関係にも留意して、
我々の分析モデルを利用しながら解析を実
行していく。 
 
５. 代表的な研究成果（紙面の制約のため
代表的なもののみ記載） 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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